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V108a 北半球最高感度ミリ波サブミリ波ヘテロダイン受信システム LMT-FINER IV.
受信システムの要素設計および装置計画の策定
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我々は、大型ミリ波望遠鏡 LMT 50 mとALMAバンド 4+5, 6+7相当の 120–350 GHz帯ヘテロダイン受信機
を組み合わせることで、北半球でALMAに比肩する分光探査性能を実現する LMT-FINER計画を推進している。
ALMA2の広帯域受信機（小嶋他 2017, 2020）、およびこれをカバーする 10.24 GHz広帯域デジタル分光計（田
村他, 2020年春季年会）を採用することで、LMT-FINERでは ALMAに比して 40%の集光面積、5倍広い同時
分光帯域、同等の観測条件（標高 4,600 m）を実現する。これにより、北天で未分光のまま残された z ∼ 8–15の
宇宙再電離期前期の銀河候補を、[O iii] 88 µmや [C ii] 158 µm輝線で効率的に分光同定し星間物理を探る。
2025年前半の LMTへの搭載と科学観測に向け、現在我々は各要素の設計・製作・評価を行っている。バンド

6+7受信機の 2SB回路の設計（手塚他, 本年会）や局部発振器系の試験が進行する一方、平面集積回路型 SISミ
キサ（Shan他 2018, 2019）によるバンド 4+5受信機の実現も検討中である。多バンド同時受信のための常温光
学系、高頻度なON-OFF観測のための光軸切替機構も設計中である。分光計については、信号処理部の改修と評
価を進めた（萩本他, 本年会）。これと並行して、FINERの開発・搭載・運用にかかる装置計画を策定するとと
もに、LMT天文台との研究交流や交渉を進めている。本講演では、これらの報告と今後の推進計画を示す。


